日本語学習を含んだ文化的教室活動案 1
レッスンプラン

	文化事項
	たなばた

	活動Can-do
	日本の伝統行事「たなばた」を理解するとともに、モデル文があれば、自分の欲しい物を書くことができる。（A1：産出）

	指導することば/文型
	「～が　ほしい　です」

	対象学年
	Year3 ～ Year 8

プライマリースクール、セカンダリースクール（低学年）向け

	対象人数
	10～30人

	所要時間
	20～30分

	必要教材
	プロジェクター（またはインタラクティブ・ボード）

パソコン、「ReadySteadyNihonGo!（RSN）」CD　Lesson 10、
インターネット（Ｗｅｂかみしばいを使用する場合）
笹（本物、またはレプリカ）
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（注）　所要時間は目安です。生徒数、学年などによって異なります。

レッスンプラン例　（所要時間30分）

	
	所要時間
	活動
	注意点
	教材および
必要なもの

	Warm-up
	2分
	日本文化で何か知っているものがあるか聞いてみる。
	· 「折り紙」「空手」などをすでにやったことがある生徒がいるかもしれません。

· 生徒が発言したら褒めましょう。
	

	導入
	13分
	1. たなばた文化説明
→　資料C1-1参照
2. パワーポイント紙芝居でたなばたを紹介する。
→　資料C1-2参照
または、インターネットが使える教室の場合、「ReadySteadyNihonGo!」CD Lesson 10 - Culture Notesの中で紹介されている「たなばた」の項目を見せる。
3. 文型紹介
「～がほしいです」または
「～になりたいです」
	· 英文は、元気の良い生徒たちに読んでもらいましょう。

· ストーリーをクイズ形式にしてもいいでしょう。

または、Japan Foundation LondonのHPより七夕リソースも参考にする。
http://www.jpf.org.uk/language/teaching_resources.php#other
[Other Resources]に収録

· 日本語と英語の語順の違いに注意してもらいましょう。
	資料C1-1:

Tanabata Origin
資料C1-2:
Tanabata Kami shibai PPT
「ReadySteady
NihonGo!」CD



	練習
	3分
	上記文型の意味を説明し、教師の後についてリピートしてもらうなどして練習する。
	
	

	展開
	10分
	1. 短冊配布

2. 生徒たちに文を書いてもらう。

3. 笹に飾りつけ
	· 欲しいものを短冊に書くときに、「日本語で何というか」と聞いてくる生徒もいるかもしれません。子どもが聞きそうな単語を予測して、英語訳を準備しておくといいでしょう。

· 時間があったら、作った文をみんなの前で読んでもらうとよいでしょう。元気の良い子にあてましょう。
	資料C1-3:

Wish Cards

	終了
	2分
	片付けと復習
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